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開 会 １０：００ 
 
（議長） 
おはようございます。ただいまの出席議員は、１２名です。定足数に達しておりますの

で、会議は成立致しました。 
ただいまから、平成２８年第１回江差町議会定例会を開会致します。 

 
（議長） 
本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配布のとおりであります。 
 
（議長） 
日程第１、会議録署名議員を指名致します。 
会議録署名議員は、会議規則第１２９条の規定により､小林議員、小笠原議員を指名致

します。 
   
（議長） 
日程第２、会期の決定についてを議題と致します。 

 今定例会の会期及び議会運営については、所管の議会運営委員会に付託されております

ので委員長の報告を求めます。 
 「薄木委員長」。 
 
「薄木委員長」（報告） 
おはようございます。 

議会運営委員会からのご報告を申し上げます。 

 当委員会は、２月２２日、３月２日の２日間、委員会を開催し､町理事者の出席を求め、

今定例会に提出される議案内容の説明を受けると共に、日程及び運営について協議致しま

した｡ 

 今定例会には、平成２７年度江差町一般会計補正予算（第１２号）をはじめ３０件の議

案が提出されている他、報告２件、議員発議４件、一般質問は７名の通告であります。詳

細につきましては、お手元に配付しております報告書のとおりでございます。 

以上の内容を踏まえ、会期を、本日９日より１４日までの６日間と致します。一般質問

については、これまでと同様に、一問一答方式を採用して行うこととし、質問の回数は再

再質問まで、答弁を含め６０分の時間制と致します。質問・答弁については、1回目の質

問答弁については、演壇により行い、再質問以降は、議員は同じく演壇で、理事者は自席

で行うことと致します。 



また理事者においては議員からの質問に対し、議長の許可を得て、反問できることとし、

それに要する時間は、６０分の制限時間外とします。 

 今定例会は、主として、平成２８年度各会計における予算審議であります。厳しい日程

ではありますが、限りある財源を、最大かつ効果的に執行するため、建設的質疑が出来る

ことを強く望みます。 

 また、パネル等を用いた質問の形式については、これまで議会運営委員会で協議して参

りました。委員会では、最低限の決まりとし、申し合わせ事項の詳細について別紙のとお

りまとめ、決定致しました。平成２８年度からの実施となりますが、実施に先立ち全協議

会に対し説明の機会を設けたいと思っておりますので、ご理解をお願い致します。 

以上、議会運営委員会においての報告を致します。 
 
（議長） 
以上で、報告が終わりました｡ 

 お諮りします。 
 今定例会の会期及び議会運営については、委員長の報告のとおりとしたいと思いますが、

ご異議ありませんか。 
 
（「異議なし」の声） 

 
（議長） 
 異議なしと認めます。 
よって、会期は本日から１４日までの６日間とし、一般質問については、一問一答方式

で行い、１回目の質問答弁については、演壇により行い、再質問以降は、議員は同じく演

壇で、理事者は自席で行うこととし、質問の回数は再再質問まで、答弁を含め６０分時間

制を採用して行うこと、また理事者においては議員から質疑に対して、議長の許可を得て、

反問できることとし、それに要する時間は、６０分の制限時間外とすることに決定致しま

した。 
 
（議長） 
次に、議長からの諸般の報告を致します｡ 

 報告内容については、お手元に配付のとおりでありますので、ご了解をお願い致します｡ 
 
（議長） 
 日程第３、所管事務調査の中間報告についてを議題と致します。 
総務産業常任委員会から、新幹線を活用した産業振興に関する事務調査について、会議

規則第４７条の規定に基づき、中間報告をしたいとの申し出がありますので、申し出のと



おり、中間報告を受けることにしたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議なし」の声） 

 
（議長） 
異議なしと認めます。 

 よって、総務産業常任委員会に付託の新幹線を活用した産業振興に関する事務調査につ

いて、委員会の中間報告を受けることに決定致しました。 
それでは、「萩原委員長」。 

 
「萩原委員長」（中間報告） 
委員会の中間報告について。本委員会に付託された調査事件について、会議規則第４７

条の規定により中間報告致します。 

１、調査事件 

平成２７年第３回定例会発議第９号、新幹線を活用した産業振興に関する事務調査につ

いて 

２、調査経緯 

（１）本委員会は、３月２６日に北海道新幹線がいよいよ開業するが、開業に伴う効果が

一過性ではなく、持続的に経済効果がもたらされなければならないものであることから、

開業効果を産業振興に結び付けるための対策について調査することとし、１０月６日から

３月２日までの計９回の調査を続けて参りました。 

（２）北海道新幹線開業に向けた江差町の取り組みについて担当課からのヒアリング、檜

山振興局担当課及び木古内町を訪問し、広域連携をはじめとした、各種施策の取り組み状

況についての意見交換、さらに、新幹線開業を既に経験している自治体の先例を学ぶため、

当町と立地条件が類似している青森県八戸市近郊の南部町、田子町へ視察を行い調査を進

めてきたところである。 

調査の中間報告。 

国道２２７号線中山峠間、道道江差木古内線の木古内・湯ノ岱間にはトイレ施設がない。

又、道道江差木古内線の木古内・湯ノ岱間は、携帯電話が一区間が不通となっており、何

れも、通行するにあたり不便な状況となっている。早急に関係町と連携して対策を講じ解

消する必要がある。併せて、道道江差木古内線の道路改良を促進するよう関係機関に要請

すべきである。 

当委員会としては、開業後、数か月の経済効果や新函館北斗駅からの乗客の動向を踏ま

え継続して調査する必要があるため、今定例会では緊急的事項に限り中間報告を致します。 

以上で報告致します。 

 



（議長） 
以上で、委員長の中間報告が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありません

か。 
 

（「なし」の声） 
 
（議長） 
質疑希望なしと認め、質疑を終結致します。 
以上で、総務産業常任委員会の中間報告を終わりました。 

 
（議長） 
 日程第４、閉会中の継続調査の申し出についてを議題と致します。 
総務産業常任委員会及び社会文教常任委員会から調査中の事件について、会議規則第７

６条の規定に基づき、お手元に配布のとおり継続調査の申し出がありました。委員長から

の申し出のとおり、閉会中の継続調査としたいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議なし」の声） 
 
（議長） 
異議なしと認め、よって、両委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とするこ

とに決定致しました。 
 
（議長） 
次に、町長からの行政報告の申し出がありますので、これを許可致します。 

 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
 「町 長」。 
 
「町 長」（行政報告） 
 おはようございます。私から行政報告３点について報告させて頂きます。 
最初に、檜山管内７町と東京２３区（大田区）との連携事業に係る体制等について、ご

報告申し上げます。 
東京都大田区との連携事業は、国の地方創生交付金を主な事業財源とし、今年度から実



施されており、上ノ国町が代表町となり去る２月２６日から３日間の日程で『北海道ひや

ま「食・観光フェア」』を実施するなど、事業展開をしております。この大田区との連携

事業など檜山管内の広域連携事業として位置付けをし、平成２８年度以降は檜山広域行政

組合で担うこととなり、モニターツアー、食と観光フェア、檜山プロモーションビデオの

作成等の事業を予定しているところでございます。 
また、これら事業を実施するにあたり、専任する職員の配置が望まれていたことから、

檜山振興局を通じ職員派遣を要望したところ、去る２月１５日付けをもちまして、地域振

興短期派遣として１年間の派遣が内定したところでございます。なお、道から一部事務組

合への直接的派遣は規定上できないことから、変則的ではありますが、一旦は江差町で受

け入れをし、檜山広域行政組合に派遣するという形になるものでございます。 
以上のことから、檜山広域行政組合として共同処理する事務を追加する規約変更を、今

定例会に提案させて頂いておりますことに加え、事業費として地方創生加速化交付金の内

示があった時点で、各町が臨時議会等において補正し、その後、檜山広域行政組合に負担

金として支出する予定となっておりますことをご報告申し上げます。 
次に、江差町ほか２町学校給食組合不正経理事故の刑事告訴について、ご報告申し上げ

ます。 
この件につきましては、昨年１２月１４日に江差警察署が函館地方検察庁に元栄養士を

背任罪で書類送検した旨１２月議会でご報告させて頂きました。その結果、平成２８年２

月２５日付けで、元栄養士を不起訴にした処分通知書が検察庁から届きました。 
これまで、学校給食組合としては、警察の捜査に全面的に協力してきたところでありま

すが、検察庁の捜査結果として不起訴ということになったものであり、これにより、本件

についての刑事事件としては区切りがついたこととなります。 
今後につきましては、江差町として組合の構成町と十分協議を進めながら、早期に保護

者に給食費の返還が開始できるよう準備を進めて参りたいと思いますし、具体的な目途が

つきましたら、議会にも改めてご報告申し上げます。 
改めまして、組合長として、児童生徒はもとより保護者や地域の皆様に深くお詫びを申

し上げ、このような不祥事が二度と発生しないよう誠心誠意努力することと、職員の意識

改革を徹底させて参りますのでご理解を頂きたいと思います。 
最後に、寄附採納についてご報告申し上げます。 
江差町字茂尻町３４５番地の１７、ＡＳＡ江差朝日新聞専売所所長、松崎浩様より、図

書館の図書充実のためにと、平成２年から継続して図書のご寄贈を頂いており、今年度に

おいても２回にわたり、図書２４冊のご寄贈がありました。これまでご寄贈頂きました図

書は１，５３７冊となり、町民の教養と文化の向上に寄与しているところでございます。 
以上のご寄附がありましたことをご報告し、改めて深く感謝を申し上げ、行政報告を終

わります。 
 



（議長） 
以上で、行政報告を終わります。 

 
（議長） 
日程第５、報告第１号、和解及び損害賠償額の決定の専決処分についてを議題と致しま

す。提案理由の説明を求めます。 
 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
「町 長」。 

 
「町 長」（提案説明） 
報告第１号、和解及び損害賠償額の決定の専決処分についてでございます。 

地方自治法第１８０条第１項に規定する、議会の委任による議決事件について、平成２

８年２月１８日をもって専決処分致しましたので、同条第２項の規定により報告するもの

でございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、宜しくお願い申し上げま

す。 

 

（議長） 

「建設水道課長」。 

 

「建設水道課長」（補足説明） 

それでは私の方からご説明申し上げます。 

議案書の２頁をお開きください。当事者でございますが、甲は江差町長、乙につきまし

ては北海道函館方面江差警察署長でございます。 

事故の概要ですが、平成２７年１２月２８日、午前６時３０分頃、町道陣屋椴川線、通

称駅下の坂でございますが、国道との交差点付近におきまして、甲の所有する除雪車が除

雪作業中に車両を旋回した際、誤って乙所有の規制標識に接触し、破損させたものでござ

います。 

 和解及び損害賠償額の概要でございますが、標識補修に係る費用が１２万９，６００円

であると確認し、甲の加入する自動車損害共済にて補修したものでございます。甲及び乙

は、上記事故について、今後、どんな事情が生じても、いかなる名目を問わず、各自、相

手方に対し、何ら請求をしないということで和解を終えたところでございます。今後の除



雪作業におきましては、十分注意を払って作業して参りますので、宜しくお願い致します。

以上です。 

 

（議長） 
以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありませんか。 

 
（「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望なしと認め、質疑を終結致します。 
報告第１号については、これをもって報告済と致します。 

 
（議長） 
日程第６、報告第２号、江差町教育委員会に関する事務管理・執行状況の点検・評価報

告についてを議題と致します。 
報告内容については、お手元に配付のとおりでありますので、説明を省略し、直ちに質

疑を許します。質疑希望ありませんか。 
 
（「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので、報告第２号については、これをもって報告済と致します。 
 
（議長） 
日程第７、議案第１号、平成２７年度江差町一般会計補正予算（第１２号）についてを

議題と致します。 
 

（議長） 
提案理由の説明を求めます。 

 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
「町 長」。 

 



「町 長」（提案説明） 
 議案第１号、平成２７年度江差町一般会計補正予算（第１２号）についてでございます。 

今回の補正の内容につきましては、情報システムセキュリティ強化対策等１４事業に係

る経費の補正をお願いするものでございまして、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１億２，

９４５万９千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５５億４，１５１万５

千円とするものでございます。 

併せまして、繰越明許費の補正、債務負担行為の補正、地方債の補正をお願いするもの

でございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂きま

すよう、宜しくお願い申し上げます。 

 
（議長） 
はい、「財政課長」。 

 
「財政課長」（補足説明） 

おはようございます。それでは私の方から、補正議案の方を説明させて頂きます。ま

ず補正予算議案書、別冊の議案書になってございます、そちらの３頁となります。 

最初に情報システムセキュリティ強化対策でございます。資料は定例会資料、そちら

の方の１頁目となります。この事業は、マイナンバーを扱うこととなったことに伴い、パ

ソコンのネットワーク関係などにつきまして、セキュリティ向上の対策を講ずるものでご

ざいます。補正額は３，８６２万７千円、国庫支出金が５６５万円、起債が３，２９０万、

一般財源が７万７千円となるものでございます。 

次に、町税滞納管理システム管理でございます。事業費の執行見込みに伴い減額補正

するものでございます。補正額は、７１万４千円を減額するもので、全額一般財源を減額

するものでございます。 

次に、社会保障・税番号制度に係る通知カード・個人番号カード関連事務委任及び個

人番号カード交付事務でございます。カードの交付に係る事業費及び事務費、それらの国

からの交付金が再算定されましたことから、町の予算につきましても増額補正するもので

ございます。補正額は１８５万９千円、全額国庫支出金でございます。 

次に、年金生活者等支援臨時福祉給付金給付事業でございます。資料の２頁から３頁

でございます。低所得者の高齢者や障害・遺族基礎年金受給者に対しまして給付金を給付

するものでございます。補正額は３，９９８万９千円でございます。全額国庫支出金とな

るものでございます。 

次に、社会福祉法人が行う利用者負担軽減事業補助でございます。低所得者・生活保

護受給者の訪問介護等サービスの利用者負担軽減を行う法人に対する助成でございます。

補正額は７６４万５千円、道支出金が５７３万３千円で、残り１９１万２千円が一般財源



となるものでございます。 

次に、介護保険特別会計繰出でございます。介護保険給付の増額に伴う特別会計への

繰出金の補正でございます。補正額は１２９万５千円、全額一般財源となるものでござい

ます。 

次に、障害福祉サービス等給付でございます。利用者の増加等に伴いまして、当初予

算を超過する見込みとなったことから補正をお願いするものでございます。補正額は２，

００７万２千円、国庫支出金が１，００３万６千円、道支出金が５０１万８千円、同額５

０１万８千円が一般財源となります。 

次に、更生医療給付でございます。生活保護受給者の入院等による医療費の増加に伴

います補正でございます。補正額は４２２万円、国庫支出金が２１１万円、道支出金が１

０５万５千円、同額１０５万５千円が一般財源となるものでございます。 

次に、子ども・子育て支援システム改修（多子世帯保育料負担軽減対応）でございま

す。２８年度より実施されます年収３６０万円未満相当の多子世帯及びひとり親世帯の保

育料軽減の算定のための電算システムの改修でございます。補正額は３８万９千円、国庫

支出金が１９万４千円、残り１９万５千円が一般財源となります。 

次に、漁業経営基盤安定化対策、それから直轄港湾整備、それから町営住宅南が丘第

１団地耐力度調査でございます。事業費の執行見込みに伴いまして減額補正するものでご

ざいます。漁業経営基盤安定化対策が３００万円の減額で、全額一般財源でございます。

直轄港湾整備が１，１００万円の減額で、起債を９９０万円、一般財源を１１０万円減額

するものでございます。町営南が丘第１団地耐力度調査でございますが、３３万５千円を

減額し、国庫支出金を１６万８千円、一般財源を１６万７千円減額するものでございます。 

次に、公営住宅長寿命化対策（町営住宅南が丘第１団地長寿命化対策改修）でござい

ます。資料の方４頁となります。当初、２８年度予算で交付金事業として実施する予定で

ございましたが、北海道の方から交付金の枠がまだありますので前倒しで実施できないか

ということの打診がございまして、２７年度事業として補正をお願いするものでございま

す。内容は、４棟１６戸の外壁の補修で、うち２棟は屋根の改修もするものでございます。

補正額は３，０４１万２千円、国庫支出金が１，２８４万４千円、残１，７５６万８千円

が一般財源でございます。 

次に、江差中学校グラウンド等整備でございます。起債の２次分の要望に伴う財源更

正でございまして、起債を１７０万円増額し、一般財源を同額減額するものでございます。 

補正額合計で、１億２，９４５万９千円、国庫支出金が７，２５１万４千円、道支出

金が１，１８０万６千円、起債が２，４７０万円、一般財源が２，０４３万９千円となり

ます。 

続きまして７頁をお開き願いたいと思います。第２表、繰越明許費補正でございます。

本年度中に事業の完了が見込めないものにつきまして、２８年度に予算の繰越をお願いす

るものです。それぞれ記載の事業につきまして、金額の欄の予算額を繰越すものでござい



ます。 

次に８頁、９頁となります。こちらの方、差し替えございまして誠に申し訳ございま

せんでした。年度当初から実施する必要のあるものにつきまして、契約や交付決定、そう

いった行為をするために、新年度が始まる前に行うために、債務負担行為の議決をお願い

するものでございます。一部あの追加ございました、柳崎パークゴルフ場に関しましては、

簡易トイレ発注を受けてから製作されるなど納品までに時間がかかりますこと、また最終

的に買い取ることとなる買い取りリースでありますことから、２７年度から３３年度まで

の債務負担行為として設定させて頂いたものでございます。その他におきましては、事業

名、期間、限度額においては記載のとおりでございますので、割愛させて頂きます。 

次に１１頁をお開き願いたいと思います。第４表、地方債補正でございます。今回補

正しました情報システムセキュリティ強化対策の起債を追加致しまして、減額、財源更正

致しました直轄港湾整備、それから江差中学校旧校舎解体及びグラウンド等整備の起債額

を変更するものでございます。追加した起債の限度額、変更となった限度額及び記載の方

法、利率、償還の方法は記載のとおりとさせて頂きます。 

続きまして、２０頁、２１頁となります。個人番号カード交付事務と臨時福祉給付金

事務におきまして時間外手当を補正しておりますので、給与費明細についても変更してお

ります。内容は記載のとおりとさせて頂きます。 

次に２２頁、２３頁となります。こちらも差し替えとなってございますので、宜しく

お願い致します。先ほどご説明致しました債務負担行為の当該年度以降の予定額の調書と

なります。内容は記載のとおりとして割愛させて頂きたいと思います。 

次に２４頁となります。起債の方を追加、変更致しましたので、現在高の見込みの調

書も変更するものでございます。内容は記載のとおりで割愛させて頂きたいと思います。 

以上で説明を終わりますので、宜しくお願い致します。 

 
（議長） 
 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありませんか。 
 
（「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 
 お諮りします。 
 本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議」なしの声） 
 



（議長） 
 異議なしと認めます。よって本案については討論を省略し、直ちに採決致します。 
 
（議長） 
 議案第１号、平成２７年度江差町一般会計補正予算（第１２号）について、原案に賛成

の方の挙手を求めます。 
 
（議長） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第１号については、原案のとおり可決されました。 
 
（議長） 
 日程第８、議案第２号、平成２７年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第４号）

についてを議題と致します。 
 
（議長） 
 提案理由の説明を求めます。 
 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
「町 長」。  

 
「町 長」（提案説明） 
 議案第２号、平成２７年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第４号）について

でございます。 

今回の補正の内容につきましては、後期高齢者支援金など３事業に係る経費の補正をお

願いするものでございまして、歳入歳出予算の総額から、それぞれ４５２万６千円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１１億７，７６９万３千円とするものでござ

います。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂きま

すよう、宜しくお願い申し上げます。 

 
（議長） 
 はい、「町民福祉課長」。 



 
「町民福祉課長」（補足説明） 
おはようございます。 
補正予算議案書の２７頁をお開きください。予算構成表でご説明致します。 
３本の事業執行についての補正でございます。 
一つ目は、後期高齢者支援金、１８万８千円の増額補正でございます。後期高齢者支援

金は後期高齢者医療制度における国保分の若年者の負担分でございます。財源内訳は、全

額一般財源、繰越金を充当するものでございます。 
二つ目は、国保のレセプト点検員の配置でございます。昨年１２月議会で補正をした医

療費適正化事業への予算振替から不執行が見込まれる経費、４３８万８千円を減額するも

のでございます。 
三つ目は、過年度医療、過年度医療給付費負担金等の返還に伴う増額補正でございます。

療養給付費の実績精算による国庫負担金等の返還金が生じたためのものでございます。補

正額は８７２万６千円、財源内訳は全額一般財源、繰越金を充当するものでございます。 
補正額合計は、増減相殺致しまして、４５２万６千円の増額でございます。以上、ご審

議方、宜しくお願い致します。  
 
（議長） 
 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありませんか。

ありませんか。 
 

（「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 
 お諮りします。 
 本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議」なしの声） 
 
（議長） 
 異議なしと認め、直ちに採決致します。 
 
（議長） 
 議案第２号、平成２７年度江差町国民健康保険費特別会計補正予算（第４号）について、

原案に賛成の方の挙手を求めます。 



 
（議長） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第２号については、原案のとおり可決されました。 
  
（議長） 
 日程第９、議案第３号、平成２７年度江差町介護保険特別会計補正予算（第６号）につ

いて議題と致します。 
 
（議長） 
 提案理由の説明を求めます。 
 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
「町 長」。 

 
「町 長」（提案説明） 
 議案第３号、平成２７年度江差町介護保険特別会計補正予算（第６号）についてでござ

います。 

今回の補正内容につきましては、高額介護サービス費及び特定入所者介護サービス費に

係る経費の補正をお願いするものでございまして、歳入歳出予算の総額に、それぞれ１，

０３６万７千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１０億２，８４８万３

千円とするものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂きま

すよう、宜しくお願い申し上げます。 

 
（議長） 
 はい、「健康推進課長」。 
 
「健康推進課長」（補足説明） 
おはようございます。私の方から補足説明させて頂きます。補正予算議案書３９頁の予

算構成表でご説明致します。 
保険事業勘定における補正でございます。保険給付費におきまして、サービス利用者の

増加等により予算の不足見込額が生じたことから補正が必要となったものでございます。



不足するサービス費等は記載のとおりで、高額介護サービス費及び特定入所者介護サービ

ス費でございます。事業の合計は、１，０３６万７千円、財源内訳は国庫支出金が２５２

万９千円、道支出金が１６６万８千円、その他特定財源が４１９万７千円、一般財源は繰

越金で１９７万３千円でございます。特定財源は、支払基金交付金が２９０万２千円と一

般会計繰入金１２９万５千円でございます。 
以上、ご審議方、宜しくお願い致します。  

 
（議長） 
 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありませんか。 
 
（「なし」の声） 
 
（議長） 
質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 
お諮りします。 

 本案については討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議なし」の声） 
 
（議長） 
異議なしと認め、直ちに採決致します。 

 
（議長） 
 議案第３号、平成２７年度江差町介護保険特別会計補正予算（第６号）について、原案

に賛成の方の挙手を求めます。 
 
（議長） 
 挙手全員であります。 
よって、議案第３号については、原案のとおり可決されました。 

 
（議長） 
 日程第１０、議案第４号、平成２７年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第２

号）についてを議題と致します。 
 
（議長） 
 提案理由の説明を求めます。 



 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
「町 長」。 

 
「町 長」（提案説明） 
議案第４号、平成２７年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

でございます。 

今回の補正の内容につきましては、江差・上ノ国下水道管理センター汚泥処理委託業務

など３つの委託業務の債務負担行為の補正をお願いするものでございます。 

具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂きま

すよう、宜しくお願い申し上げます。 

 

（議長） 
はい、「建設水道課長」。 

 
「建設水道課長」（補足説明） 
 それでは私の方からご説明申し上げます。補正予算議案の５０頁をお開きください。公

共下水道事業特別会計の債務負担行為の補正をお願いする事項でございます。 
まず第一点目は、五勝手中継ポンプ場電気設備保守委託でございます。期間につきまし

ては、２７年から２８年度、限度額は２５万７千円となってございます。 
次に、江差上ノ国下水道管理センターの電気設備保守委託でございます。期間につきま

しては、同じく２７年度から２８年度で、限度額につきましては、３７万４千円となって

ございます。 
最後に、江差上ノ国下水道管理センター汚泥処理委託でございます。こちらにつきまし

ても、同じく２７年度から２８年度でございまして、限度額は６０３万３千円となってご

ざいます。 
ご審議の上、議決頂きますよう、宜しくお願い致します。 

 
（議長） 
 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありませんか。 
 
（「なし」の声） 
 



（議長） 
 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 
 お諮りします。 
 本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議」なしの声） 
 
（議長） 
 異議なしと認め、直ちに採決致します。 
 
（議長） 
 議案第４号、平成２７年度江差町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について、

原案に賛成の方の挙手を求めます。 
 
（議長） 
 挙手全員であります。 
 よって、議案第４号については、原案のとおり可決されました。 
 
（議長） 
 日程第１１、議案第５号、平成２７年度江差町水道事業会計補正予算（第２号）につい

て議題と致します。 
 
（議長） 
 提案理由の説明を求めます。 
 
「町 長」 
議長。 

 
（議長） 
 「町 長」。 
 
「町 長」（提案説明） 
 議案第５号、平成２７年度江差町水道事業会計補正予算（第２号）についてでございま

す。 

今回の補正内容につきましては、水道メータ検針及び開閉栓業務委託及び電気工作物保

安管理業務委託の債務負担行為の補正をお願いするものでございます。 



具体的内容につきましては、担当課長より説明致しますので、ご審議の上、議決頂きま

すよう、宜しくお願い申し上げます。 

 
（議長） 
 はい、「建設水道課長」。 
 
「建設水道課長」（補足説明） 
それでは、こちらにつきましても私の方からご説明申し上げます。補正予算議案の５５

頁をお開きください。水道事業会計の債務負担行為の補正をお願いする事項でございます。 

まず第一点目は、水道メータ検針及び開閉栓業務委託でございます。期間につきまして

は、２７年度から２８年度でございまして、限度額は３５７万５千円となってございます。 

次に、電気工作物保安管理業務委託でございます。こちらにつきましても期間は同じく

２７年度から２８年度で、限度額につきましては４０万２千円となってございます。 

ご審議の上、議決頂きますよう、宜しくお願い申し上げます。 

 
（議長） 
 以上で、提案理由の説明が終わりましたので、質疑を許します。質疑希望ありませんか。 
 
（「なし」の声） 
 
（議長） 
 質疑希望ありませんので、質疑を終結致します。 
 お諮りします。 
 本案については、討論を省略し、直ちに採決したいと思いますが、ご異議ありませんか。 
 
（「異議」なしの声） 
 
（議長） 
 異議なしと認め、直ちに採決致します。 
 
（議長） 
 議案第５号、平成２７年度江差町水道事業会計補正予算（第２号）について、原案に賛

成の方の挙手を求めます 
 
（議長） 
 挙手全員であります。よって、議案第５号については、原案のとおり可決されました。 


